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	第33回日本産業精神保健学会／市民公開講座
	人生100年時代の 「共に生きる」を考える －多様なライフキャリアを企業と産業保健はいかに理解し、  　　　　　　　　　　　　　　　　　　サポートできるかー

	心地よく働き、心地よく暮らす
	人と人がゆるやかにつながりながら共に生きる、さまざまなかたちが広がっています。 人生100年時代、誰と共に生きていくのか、私たちと一緒に考えてみませんか。
	私は、「拡大家族」をコンセプトに、 家族の枠組みを超えてつながるメンバーとの暮らし合いをしています。 そこで得られた、「共に生きる」をご紹介します！


